
経済のしくみ
Basic Economics32401 栗田 舞 専門 2 選択 1.2年前期

科目の概要

私たちが生活人として社会で生活していくためには「経済のしくみ」の知識は必要不可欠です。この科目は、生活の中
にある経済のしくみとそれを理解する経済学の考え方の基礎を学習します。「お金」「経済」「リスクに備える」「お
金とのおつきあい」のキホンを学んでいきましょう。私たちが日々、コンビニでモノを買う「消費行動」も経済のしく
みのひとつです。分かりにくい言葉を避けるのではなく、学習し理解し、今後の生活に活かしていきましょう。

学修内容 到達目標

① 経済のしくみ、経済学の用語（キーワード）の意味、
基本的な考え方を理解する。
② 役立つ経済（学）の基礎知識と「ものの見方」を獲得
する。

① 経済学の用語（キーワード）の意味や基本的な考え方
を理解し、説明できるようになる。
② 日々、報道される経済の動きに関心を持ち、その意味
や原因、自分の生活との関係を考えることができる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 シラバスを使って、次回の授業内容を確認する。課題プリントは必ず実行し、提出する
(欠席した場合は欠席課題とするので後日提出する)。

働きかけ力

実行力 課題レポートは期限内に提出することができる。

考え抜
く力

課題発見力 課題レポートのテーマを自分なりに考え、選ぶことができる。

計画力

創造力 課題レポートに自分なりの意見を考え、書くことができる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

教員からの発問に自分の意見を述べ、伝えることができる。授業の毎回の課題プリントに
自分の疑問、意見を書くことができる。

教員の講義はどういうことを言っているか考えながら聴き、大事なことはメモをとりながら聴
くことができる。他の学生の発言に耳を傾け、自分の意見との違いを考えることができる。

無断欠席をせず、授業が円滑に進行するようルールを守ることができる。

テキスト及び参考文献

テキスト：奥田真之、大藪千穂『はじめての金融リテラシー　－お金のキホンを身につけよう！』（株式会社　昭和
堂、2018）、1,800円＋税）
毎回の授業では印刷教材（授業のポイント、課題プリント）を配布する。
参考文献：経済学の入門書で最近年に発行のもの。

他科目との関連、資格との関連

他科目との関連：「ビジネススタディユニットの各科目」は関連性が深い。
資格との関連：情報処理士・ビジネス実務士・上級秘書士（メディカル秘書士）

学修上の助言 受講生とのルール

① 講義形式を中心とするが、受講生の参加（授業中の発言、振り返
りシートの記入）を求め、評価に反映する。
② 授業で学んだことを基に、自分の周り（新聞、テレビ、インター
ネット等含む）にある経済の動きを観察し、自分なりに考えてみる
ようにする。

① 授業で配布する資料は原則、受講生の人数分のみを用
意するので、保管には十分、注意する。
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【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

S(秀)：授業で紹介した金融リテラシーをもとに人生設計
を行うことができる（課題レポートを作成することができ
た。筆記試験で該当する設問（記述式）に答えることがで
きた）
A（優）：経済の事例を調査、分析することができる（課
題レポートを作成することができた。筆記試験で該当する
設問（記述式）に答えることができた）

B(良)：授業で紹介した経済の事例について説明すること
ができる（筆記試験で該当する設問（記述式）に答えるこ
とができた）
C(可)：各週の講義のC(可)の達成基準の設問を説明するこ
とができる（筆記試験で該当する設問（選択式、用語記入
式）に答えることができた）

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

① ✓

70

① 授業で紹介した用語、基礎知識を理解しているかを評価する
② 実際に起きている経済の動きを学んだ知識で考えることができ
るかを評価する
（傾聴力、課題発見力、創造力）

② ✓
筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

①

0

②

小テスト

① ✓

20

レポート１、中間段階）新聞、テレビ等のニュース、ネットの
ニュースサイトで見つけた経済ニュースをリストアップする
（1,600字）
（レポート２、期末）経済問題を1つ選び、その内容と自ら解決策
について意見を述べる（1,600字）
（実行力、課題発見力、創造力）

② ✓

レポート

①

0

②成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

（主体性）
シラバスを使って、次回の授業内容を確認する。復習の課題プリントは必ず実行し、提出する(欠席した場合は欠席課題として後日提
出)。
（実行力）
課題レポートは期限内に提出することができる。
(課題発見力)
課題レポートのテーマを自分なりに考え、選ぶことができる。
（創造力）
課題レポートに自分なりの意見を考え、書くことができる。
（発信力）
教員からの発問に自分の意見を述べ、伝えることができる。授業の毎回の課題シートに自分の疑問、意見を書くことができる。
（傾聴力）
教員の講義はどういうことを言っているか考えながら聴き、大事なことはメモをとりながら聴くことができる。他の学生の発言に耳を
傾け、自分の意見との違いを考えることができる。
（規律性）
遅刻、無断欠席など、学修意欲欠如をきたす行動をせず、授業が円滑に進行するようにルールを守ることができる
欠席した場合は、欠席届を提出し、フォロー課題を行う。

②

社会人基礎力
（学修態度）



B(良)：授業で紹介した経済の事例について説明すること
ができる（筆記試験で該当する設問（記述式）に答えるこ
とができた）
C(可)：各週の講義のC(可)の達成基準の設問を説明するこ
とができる（筆記試験で該当する設問（選択式、用語記入
式）に答えることができた）

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

【お金のキホン】お金
の働き、役割とは・価
格決定のしくみ・お金
の多様化

講義
ミニレポートにて理解
度や質問を問う

【お金のキホン】お金
の働き、役割とは・価
格決定のしくみ・お金
の多様化を理解でき
る。

（予習）教科書P２～
９を読み、内容理解と
質問があれば考える。
（復習）お金の働き、
役割を説明する。自分
に合った支払い方法を
考える。

90

主体性
実行力
課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性

2

【家計のキホン】教育
投資とは
自分の買いたいもの、
欲しい物を考える

講義
ミニレポートにて理解
度や質問を問う
ミニレポートは授業内
で解説を行う。
復習課題は授業内で解
説を行う。

【家計のキホン】教育
投資の基礎を説明でき
る。

（予習）教科書P５
２・５３・５９・６０
を読み、内容理解と質
問があれば考える。
（復習）教育投資につ
いて理解できる。自分
が今ほしいと思ってい
るものをあげる。

90

主体性
実行力
課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性

3

【経済のキホン①】金
融とは、銀行はどのよ
うなところか、国の経
済のしくみ

講義
ミニレポートにて理解
度や質問を問う
ミニレポートは授業内
で解説を行う。
復習課題は授業内で解
説を行う。

【経済のキホン①】金
融とは、銀行はどのよ
うなところか、国の経
済のしくみを説明でき
る。

（予習）教科書P６６
～７３・８０～８４を
読み、内容理解と質問
があれば考える。
（復習）金融とは、銀
行の業務と機能、国の
経済のしくみについて
理解できる。

90

主体性
実行力
課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性

4

【経済のキホン②】国
際経済のしくみ　円
株　とは

講義
ミニレポートにて理解
度や質問を問う
ミニレポートは授業内
で解説を行う。
復習課題は授業内で解
説を行う。

【経済のキホン②】国
際経済のしくみ　円
株　を説明できる。

（予習）教科書P８５
～９０を読み、内容理
解と質問があれば考え
る。
（復習）円や株の上下
について理解する。

90

主体性
実行力
課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性

5

【リスクに備えるキホ
ン①】電子マネーの危
険性、政策をみる

講義
ミニレポートにて理解
度や質問を問う
ミニレポートは授業内
で解説を行う。
復習課題は授業内で解
説を行う。

【リスクに備えるキホ
ン①】電子マネーの危
険性、政策を説明でき
る。

（予習）教科書P９２
～９６を読み、内容理
解と質問があれば考え
る。
（復習）電子マネーの
危険性、日本の政策を
理解する。

90

主体性
実行力
課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性

6

【リスクに備えるキホ
ン②】損害保険はどう
いうものか、老後の展
望を考える。

講義
ミニレポートにて理解
度や質問を問う
ミニレポートは授業内
で解説を行う。
復習課題は授業内で解
説を行う。

【リスクに備えるキホ
ン②】損害保険はどう
いうものか説明するこ
とができる、老後の展
望を考えることができ
る。

（予習）教科書P１１
１～１１２・１２５～
１２７を読み、内容理
解と質問があれば考え
る。
（復習）損害保険、老
後の展望を思い描く。

90

主体性
実行力
課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性

7

【お金とのおつきあい
のキホン①】単利と複
利、どちらがお得か

講義
ミニレポートにて理解
度や質問を問う
ミニレポートは授業内
で解説を行う。
復習課題は授業内で解
説を行う

【お金とのおつきあい
のキホン①】単利と複
利を理解する。

（予習）教科書P１３
６～１３７を読み、内
容理解と質問があれば
考える。
（復習）単利と複利を
理解し、計算をする。
どちらがお得かを考え
る。

90

主体性
実行力
課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

【お金とのおつきあい
のキホン②】投資って
なんだろう

講義
ミニレポートにて理解
度や質問を問う
ミニレポートは授業内
で解説を行う。
復習課題は授業内で解
説を行う。

【お金とのおつきあい
のキホン②】投資の基
本を説明できる。

（予習）教科書P１３
８～１３９を読み、内
容理解と質問があれば
考える。
（復習）投資について
理解し、考える。

90

主体性
実行力
課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

【お金とのおつきあい
のキホン③】よく聞く
投資信託、どういう商
品か

講義
ミニレポートにて理解
度や質問を問う
ミニレポートは授業内
で解説を行う。
復習課題は授業内で解
説を行う。

【お金とのおつきあい
のキホン③】投資信託
の説明ができる。

（予習）教科書P１４
２～１４３を読み、内
容理解と質問があれば
考える。
（復習）投資信託はど
のようなものか考え
る。

90

主体性
実行力
課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性

10

【お金とのおつきあい
のキホン④】「リス
ク」と「報酬」の関係
について考える

講義
ミニレポートにて理解
度や質問を問う
ミニレポートは授業内
で解説を行う。
復習課題は授業内で解
説を行う。

【お金とのおつきあい
のキホン④】「リス
ク」と「報酬」の関係
について説明できる。

（予習）教科書P１４
４～１４５を読み、内
容理解と質問があれば
考える。
（復習）「リスク」と
「報酬」の関係につい
て考える。

90

主体性
実行力
課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性

11

【お金とのおつきあい
のキホン⑤】分散投資
とは、なんだろう

講義
ミニレポートにて理解
度や質問を問う
ミニレポートは授業内
で解説を行う。
復習課題は授業内で解
説を行う。

【お金とのおつきあい
のキホン⑤】分散投資
の説明ができる。

（予習）教科書P１４
６～１４７を読み、内
容理解と質問があれば
考える。
（復習）分散投資を理
解する。

90

主体性
実行力
課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性

12

【お金とのおつきあい
のキホン⑥】確定申告
とは

講義
ミニレポートにて理解
度や質問を問う
ミニレポートは授業内
で解説を行う。
復習課題は授業内で解
説を行う。

【お金とのおつきあい
のキホン⑥】確定申告
を説明することができ
る。

（予習）教科書P１４
８～１５０を読み、内
容理解と質問があれば
考える。
（復習）確定申告を理
解する。

90

主体性
実行力
課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性

13

信用創造とはなんだろ
う

講義
ミニレポートにて理解
度や質問を問う
ミニレポートは授業内
で解説を行う。
復習課題は授業内で解
説を行う。

信用創造を説明するこ
とができる

（予習）教科書P７０
～７１を読み、内容理
解と質問があれば考え
る。
（復習）信用創造を理
解する。

90

主体性
実行力
課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性

14

マイナス金利・ゼロ金
利とは

講義
ミニレポートにて理解
度や質問を問う
ミニレポートは授業内
で解説を行う。
復習課題は授業内で解
説を行う。

マイナス金利・ゼロ金
利を説明することがで
きる。

（予習）教科書P７４
～７５を読み、内容理
解と質問があれば考え
る。
（復習）マイナス金
利・ゼロ金利を理解す
る。

90

主体性
実行力
課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

７２の法則と人生設計
の大切さを考える

講義
ミニレポートにて理解
度や質問を問う
ミニレポートは授業内
で解説を行う。
復習課題は授業内で解
説を行う。

７２の法則を理解でき
る。人生設計を考え
る。

（予習）教科書P１４
０～１４１を読み、内
容理解と質問があれば
考える。
（復習）７２の法則を
理解する。具体的な人
生設計をたてる。

90

主体性
実行力
課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性


